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Ver.2.0 

南中学校避難所開設訓練 実施報告書 

 

開催日時  令和元年 9 月 1 日（日）時間 7 時 30 分～11 時 30 分 

場 所   南中学校 

対象町会  新和５丁目町会、鷹野 2丁目町会、鷹野東町会 

協 力   三郷市立南中学校、三郷市危機管理防災課 

参加総人数 200名 

司会進行 篠田幸一（新和 5丁目） 

委員長  加藤和男（鷹野 2丁目町会長） 

副委員長 斎藤誓任（鷹野東町会長） 

副委員長 田中豊作（新和５丁目町会長） 

      

１、第 1 回避難所開設訓練に向けて 

  平成 30 年 2 月に南中学校避難所開設・運営委員会を発足し、6 回の会議を重ね運営マ

ニュアルの作成も完了したことから令和元年 9 月 1 日に第 1 回避難所開設訓練を実施す

ることといたしました。 

避難所開設・運営は業務が多岐にわたり、時々刻々変化していくことを考えると一度に

すべてを実施する事は不可能です。そこで、まずは発災から概ね 3時間における避難所運

営体制の確立までを体験することとしました。また避難者には、避難所における作業の協

力として様々な体験をしてもらうこととしました。 

 

２、参加地域住民を含めた活動の概要 

発災直後は、まずは各自「自分の身は自分で守る」ことを優先し次の行動に移る。        

住民の行動              

① 一時集合場所に集合（町会ごとに別途実施すること） 

 ・消火器や救出に必要な機材を持って集合 

 ・町会単位で町会名簿や住宅地図、避難行動要支援者名簿など 

を活用して安否確認 

 

② 町会自主防災会は２次被害防止（従来の防災訓練で実施中） 

 ・出火確認・初期消火 

 ・救出・救護活動 

 ・近所の安否確認 

 

市職員  学校教職員 

 

 

参集基準を満たしている 

 

   避難所へ 
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③ 地域内の被災状況を確認し、初期消火活動 

  救出・救護を継続 

 ・避難所初動班は避難所へ駆けつける 

 

④ 避難所へ移動、②で対応している方を除いて町会役員の方が誘導し 

      ・自宅に被害ありの方 （今回は参加者全員） 

 

 

     避難者として参加 南中学校避難所へ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所施設の安全点検 

避難所施設の開錠 

避難所施設の使用可否の判断 

避難者の受け入れ準備 

（立入禁止区域等の表示、避難スペース区画分け等） 

避難者の受付 

避難者を施設への誘導 

簡易ベットの設置、簡易トイレ等の設置 

今
回
避
難
所
開
設
訓
練
の
対
象 
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３、訓練開始前の準備 

実施計画書に則り初動班メンバーにより事前準備に入る 

  予定より 30分早く到着、作業にかかる。 

天候晴れ、室内は相当蒸し暑い状態であった。 

 

４、【前半の訓練】 

・タイムスケジュール（別紙参照）通り 8時 30分より訓練開始 

司会進行篠田幸一より訓練開始の宣言および前提条件などの話が合った 

加藤委員長から、避難所開設訓練の経緯及び訓練の意義について話が合った 

 

・発災後、直ちに駆け付けた初動班の一部（総括班）による体育館の安全確認作業に入る 

・外周点検が終わり体育館の安全が確認された事から、避難者受入に向けた各班の活動開始

を指示 

・今回は、できるだけ参加者全員に活動内容を見てもらえるよう体育館に集約して行った。 

・お客様（他町会の方々）には、現在進行中の活動内容を説明する。 

 

・参加町会避難者においては一時避難場所に集合し南中学校へ避難誘導 

・8時 50 分ころから順次校庭の一時待機場所に集まってきた。 

・9 時、避難者カードに町会名、氏名を記入してもらう。（かなり大勢集中してしまい、記

入に待たせてしまうことになった。） 

・9時 10 分ころから体育館に入場してもらう。 

 

４、後半訓練に入る前に、給水訓練 

当日はかなり蒸し暑い状態であり、参加者全員にペットボトルの水を配布した。 

幸い熱中症にかかる人、けが人も無かった。 

 

５、【後半の訓練】 

・齋藤副委員長の挨拶、避難してきた方々も避難所ではお客様では無いこと、協力して過ご

しやすい環境にすることを説明する。 

・簡易ベットの組立て、簡易トイレの組立て、発電機および照明器具の取扱い、受水槽から

の非常用給水栓の取扱いの 3つの作業を順次体験してもらう。各町会ほぼ全員が体験。 

・また会場には、着替え、授乳、おむつ替え等に使えるプライベートルームも設置した。 

子供さんが入って遊んでいました。 

・地震ハザードマップや備蓄品等の展示コーナーも設けました。 

・最後に防災模擬試験を行い防災意識の向上にあたりました。 

・アンケートには、次回の訓練に役立つ提案もありました。（アンケート結果を参照） 
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・11時すべての訓練が完了した。 

・田中副委員長から「自分の命は自分で守る」「私たちの街は私たちが守る」を合言葉に日

ごろから隣近所のコミュニケーションをとられることを願い訓練終了の挨拶があった。 

・解散後、初動班メンバーにより後片付けを行った。 

・11時 30分全て完了 

 

６、訓練の評価について 

 9 月 19 日避難所開設・運営委員会に置いて今回の訓練を総括する上での事故評価を行い

ました。 

 一部出来なかった点があったが概ね計画通り（80点）であった。 

 ・受付の仕方に工夫を要す。 

 ・停電時夜間には照明が足りないと思われる。 

 ・災害時用支援者への対応を含めて HUGによる訓練も考えよう。 

 

添付資料 

 ・南中学校避難所開設訓練タイムスケジュール  Ver.3.0 

 ・訓練時のアンケート結果 

 ・訓練風景写真集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


